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執筆者 所属 内容 掲載号
神尾孝子 乳腺・内分泌外科 （1）乳腺外科領域 89（1）
近藤光子 呼吸器内科 （2）呼吸器領域 89（2）
片井みゆき 総合診療科 （3）代謝内分泌領域 89（3）
佐藤加代子 循環器内科 （4）循環器領域 89（4）
石黒直子 皮膚科 （5）皮膚科領域 89（4）
内田啓子 学生健康管理室/腎臓内科 （6）腎臓領域 89（5）
清水優子 神経内科 （7） 神経内科領域
免疫疾患（妊娠～産褥）
89（6）
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http://www.j-circ.or.jp/guideline/pdf/JCS2010tei.
h.pdf（Accessed May 12，2019）
27）IGM Congress 2019. . https://igm-congress2019.at
(Accessed May 12, 2019)
28）難病情報センター：. http://www.nanbyou.or.jp/
entry/5461（Accessed May 12，2019）
29）有田和徳，湯之上俊二，富永 篤ほか：先端巨大症
疫学・病態・診断．脳外誌 16：678―685，2007
30）福田いずみ：内分泌疾患における性差．医学のあゆ
み 261：259―264，2017
31）Losa M, Mortini P, Barzaghi R et al: Endocrine
inactive and gonadotroph adenomas: diagnosis and
management. J Neurooncol 54: 167―177, 2001
32）一般社団法人日本内分泌学会ホームページ．内分泌
の病気．. http://www.j-endo.jp/ippan/contents/03
_disease.html（Accessed May 12，2019）
33）吉田克己，木曾喜則：亜急性甲状腺炎と無痛性甲状
腺炎の診療．日本内科学会雑誌 86：1156―1161，
1997
34）近藤奈々絵，片井みゆき，佐藤眞理子ほか：女性専
門外来における甲状腺乳頭癌の有病率と診断過程
についての後ろ向き解析．東京女子医科大学雑誌
88：51―56，2018
35）高柳涼一：内分泌性高血圧症の疫学：本邦におけ
る全国疫学調査．日本内科学会雑誌 95：622―628，
2006
36）Izumiyama H, Gotyo N, Fukai N et al: Glucose-
responsive and octreotide-sensitive insulinoma. In-
tern Med 45: 519―524, 2006
37）泉山 肇， 平田結喜緒：膵内分泌腫瘍の画像診断．
膵臓 23：665―670，2008
38）奥山朋子，寺内康夫：糖尿病における性差医療．血
糖．糖尿病 56：522―524，2013
39）片井みゆき：総説 性差医療．日本病院薬剤師会雑
誌 48：157―161，2012
40）片井みゆき：『更年期のせい』と決めつけない．へる
すあっぷ 21 361：40，2014
41）片井みゆき：女性患者の診察 どのように診るべ
きか．Heart View 19：108―113，2015
42）片井みゆき：インタビュー第一線で活躍する女性
性差医療の発展と悩める女性たちのために．致知
3：98―100，2017
43）片井みゆき：更年期診療 UPDATE更年期女性を
診療するうえでのピットフォール：東京女子医大
女性専門外来での経験から．医学のあゆみ 269：
11―15，2019
44）Maze NA: Interaction of estrogen therapy and thy-
roid hormone replacement in postmenopausal
women. Thyroid 14(Suppl 1): S27―S34, 2004
45）片井みゆき：女性と甲状腺疾患．微研ジャーナル
38：3―8，2015
46）片井みゆき：女性と甲状腺．アニムス 19：14―17，
2014
47）片井みゆき：女性のライフステージと臨床検査
甲状腺の疾患．臨床検査 62：955―961，2018
48）eGender Medicine (Gender Medicine in a World
Wide Framework). . http://egender.charite.de/ (Ac-
cessed May 12, 2019)
49）Ventura-Clapier R, Dworatzek E, Seeland U et al:
Sex in basic research: concepts in the cardiovascu-
lar field. Cardiovasc Res 113: 711―724, 2017
50）Katai M, Sakurai A, Yokoyama S et al: Introduc-
tion of gender and sex specific medicine into the
medical education curriculum in Japan. Gender
Medicine 3(Suppl): 57, 2006
51）下川宏明，天野恵子，石倉文信ほか：性差医学・医
療が果たす役割と今後の期待．The Mainichi Medi-
cal Journal 13：42―45，2017
52）片井みゆき：『女性の健康週間』によせて．へるす
あっぷ 21 365：41，2014
53）内閣府男女共同参画局：性差に応じた健康支援の
推進．男女共同参画白書 平成 25年．. http://www.
gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h25/zentai/
html/honpen/b2_s11_04.html（Accessed May 12，
2019）
54）東京都：生涯を通じた男女の健康支援．「東京都男
女平等参画推進総合計画 I東京都女性活躍推進計
画平成 29年 3月」，pp143―154（2017）. http://www.
seikatubunka.metro.tokyo.jp/danjo/danjobyodo/
files/0000000929/jokatsu_full.pdf . http://www.
metro.tokyo.jp/INET/KONDAN/2016/06/40q6m
501.htm（Accessed May 12，2019）
55）東京都東京ウィメンズプラザ：平成 30年度東京都
女性活躍推進事業「働く女性応援セミナー」. http://
www1.tokyo-womens-plaza.metro.tokyo.jp/
seminar/tabid/317/Default.aspx（ Accessed May
12，2019）
56）国立研究開発法人日本医療研究開発機構：女性の
健康の包括的支援実用化研究事業―Wise．. https://
www.amed.go.jp/koubo/04/02/0402C_00015.html
（Accessed May 12，2019）
学会・研究会抄録
女性医師・研究者支援シンポジウム 2019
日　時：2019 年 6 月 1 日（土）9：30～12：30
会　場：東京女子医科大学　臨床講堂Ⅰ
主　催：東京女子医科大学女性医療人キャリア形成センター女性医師・研究者支援部門
 司会（女性医師・研究者支援部門副部門長，生理学（神経生理学分野））宮田麻理子
挨拶 （理事長）岩本絹子
 （学長）丸　義朗
開会の挨拶 （女性医療人キャリア形成センター長）肥塚直美
東京女子医科大学の女性医師研究者支援 （女性医師・研究者支援部門長，臨床検査科）佐藤麻子
女性医師研究者研究発表会
2018 年度「研究支援員制度」対象者による研究報告
 座長（女性医師・研究者支援部門副部門長，予防医学科）村﨑かがり
動脈硬化進展と心腎連関におけるCD4T 細胞の役割 （循環器内科学）佐藤加代子
 座長（生理学（分子細胞生理学分野））三谷昌平
逃避行動様式の決定に関する分子遺伝学的研究 （生理学（分子細胞生理学分野））若林沙耶香
2018 年度研究プロジェクト　研究報告（医学部 4年生） 座長（化学）岡田みどり
腎移植患者における尿路感染の危険因子の考察 （腎臓外科）永木鈴子
HLA抗原のアミノ酸配列のミスマッチ数による腎移植後の de-novoDSA発生の予測の研究
 （腎臓外科）加藤悠花
本学学生における月経前症候群に関する検討 （学生健康管理室）堀之内佑季・長田裕子
視床における痛覚応答細胞の分布様式 （生理学（神経生理学分野））川島瑞希
重力負荷が神経細胞および骨格筋細胞の成長に及ぼす影響 （先端生命医科学研究所）宮口友里
コーヒーブレイク
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業「勤務環境改善プロジェクト」報告
 座長（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）本多祥子
診療，研究，教育の両立と勤務環境改善の試み （眼科学）小暮朗子
医局内業務マニュアルの作成，導入による若手医師の指導 （形成外科学）小濵麻衣
閉会の挨拶 （医学部長，放射線腫瘍学）唐澤久美子
〔ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 
「勤務環境改善プロジェクト」報告〕
企画挨拶：勤務環境改善プロジェクト報告
（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）
 本多祥子　
　東京女子医科大学は，2016年度文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（特色型）」に採択されました．本事業は，研究
者のライフイベントおよびワークライフ・バランスに配
慮した研究環境の改善や，それに向けた機関内の意識改
革，女性研究者の裾野の拡大，女性研究者の研究力の向
上および上位職への積極登用に有効な，部局横断的な取
り組みなどを行う大学等を支援するものです．本学では，
実績をあげてきた従来のプロジェクトにさらに多様な視
点と発想を取り入れ，女性研究者の研究力向上・上位職
登用実現のための取り組みを進めております．その一環
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